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2008 年度 海外調査活動記録 













１．南京調査4（8月 26 日～9月 12 日） 





8 月 27 日（水） 第二歴史档案館／南京図書館（ともに南京市玄武区） 
 午前中、第二歴史档案館へ行き、閲覧の申請手続きを行う。許可が下りるのは翌日との






8 月 28 日（木） 第二歴史档案館／南京大学図書館（南京市鼓楼区） 
 閲覧許可の下りた第二歴史档案館で、資料調査を行う。午前中は、『国民政府地政部』『国
                                                  
1 江心洲地籍図については、大坪慶之（他）「台湾収集の地形図および地籍図について」『近代東アジア土地
調査事業研究 ニューズレター』2，2007 年，pp.121-140 を、江心洲の現地調査については、大坪慶之・
片山剛「2006 年南京市江心洲調査報告」同，pp.141-156 を参照されたい。 
2 騰岡郷に関する分析については、片山剛「1930 年代広東省土地調査事業と郷の境界画定―「村の土地」
の存否をめぐって―」『近代東アジア土地調査事業研究 ニューズレター』3，2008 年，pp.31-50 を参照。 
3 提出論文「二十世紀中国大陸における土地調査事業と農村社会」（日本語）は、『「第二届現代中国社会変
動与東亜新格局」国際学術討論会 会議手冊＆論文集』pp.411-422、発表の中国語要旨は p.99、日本語要
旨 pp.100-101 に掲載されている。 
4 2008 年南京調査の成果は、2008 年 11 月のワークショップにおける田口宏二朗、大坪慶之、片山剛 3 名












8 月 29 日（金） 南京市档案館（南京市玄武区）／南京市房産档案館（南京市鼓楼区） 
 午前中に、南京市档案局へ行き、南京市档案館の利用許可を受ける。その後、南京市档
案館へ移り、資料調査を開始する。この日は、2006 年 12 月の調査から持ち越した目録検
索のみを行い、1930 年代の南京市の不動産登記に関する資料、1930～40 年代の江心洲・
八卦洲に関係する档案をリストアップする。 



















9 月 1 日（月） 南京市档案館 





9 月 2 日（火） 八卦洲（南京市栖霞区）／南京図書館 







9 月 3 日（水） 南京市档案館 





















9 月 6 日（土） 江心洲（南京市建鄴区） 
片山・稲田に、根岸智代（大阪大学大学院博士後期課程、南京大学留学中）が加わり、
江心洲で 3 人の古老を対象とする聞き取り調査を実施した6。また、2006 年に採訪した万成
                                                  
5 地籍図の詳細については、大坪慶之「南京市房産档案館収蔵の民国期地政資料について」（本ニューズレ
ター所収）を参照されたい。 
6 その調査記録としては、片山剛「2008 年南京市江心洲調査記録」（本ニューズレター所収）を参照。 
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9 月 10 日（水） 南京市房産档案館／南京市档案館 


















 ２．広東省高要市金利鎮調査7（1月 3日～1月 11 日） 































この日午後 2 時すぎに荒武が金利鎮での調査を終え、帰国のため広州へ向かう。 
 
1 月 8 日（木） 金利鎮金二村民委員会 
午前・午後とも金二村民委員会の古老を採訪する。金二村委は三甲村と四甲村の 2 つの
                                                  





この日、荒武が南方航空 CZ389 便で帰国。 
 





















1 月 11 日（日）【広州発⇒関空着】南方航空 CZ389 便 
片山が帰国する。 
 
おわりに 
 本年度は、南京調査では、1936 年刊行の南京市街を主対象とする地籍図を実見すること
ができ、広東の高要市金利鎮調査では、古老からの聞き取りで、解放前夜まで「村の土地」
が、また「団体としての村」が実在していたことをつきとめるなど、大きな成果をあげる
ことができた。金利鎮については、今後も採訪調査による成果が期待でき、また南京市・
広東省ともに、いまだ十分に調査しきれていない膨大な文献資料が存在する。本研究課題
は今年度が最終年度であるが、今後も研究資金を獲得して、その継続を図ることにしたい。 
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